
ID　@PATIENTID

皮膚科で手術をうけられる患者さま

患者氏名：@PATIENTNAME　様          受け持ち医師署名： 　　　　　　　　        　受け持ち看護師署名：
月日（日時） 　　　／ ／ /

経過 入院日　 手術日(手術前) (手術後）
達成目標 ・手術の必要性がわかる ・バイタルサインが安定し、 ・出血・痛みがない

落ち着いて、手術ができる。

治療・薬剤 皮膚を取る場所に軟膏を 手術後は、車いす、またはベッドで部屋に戻ります。
（点滴・内服） 塗る場合があります。 手術中から点滴をしています。

処置 手術するところによっては、 化膿止めの点滴を横からつなぎます。
検査 毛をそることがあります。

手術の後に状態が落ち着いていれば、
爪を切ってください。 点滴は終了です。

いつも飲んでいる薬がある方は 手術後に痛みや吐き気などがある時は、
いつもどおり続けてお飲みください。 お薬をお渡しします。
眠れない、気分が悪いなど
ありましたら、相談してください。

活動・安静度 特に制限はありません 手術室へは、 安静については手術後にお知らせします。
看護師と一緒に歩いていきます。

食事 制限はありません。 手術前・後ともに制限はありません。　　　　　　　　
糖尿病、高血圧、心臓病のある方は 全身麻酔で手術をされる方は
治療食になります。 食事の制限があります。

清潔 シャワー・入浴できます。 手術までに 　　　手術後は入浴・シャワーはできません。
入浴またはシャワーをすませましょう。 　　　　　　　　　　タオルで体を拭きます。

排泄 手術室に行く前に 手術後に歩いてトイレへいけるかどうか説明します。
トイレをすませておきましょう。 場合によってはおしっこの管が入ります。

毎日９半～１０時頃に回診が始まります。
患者様・ご家族 土日・祝日も回診はあります。 手術は　　　：　　からです

への説明 金曜日は午後からの回診になります。 およそ（　　　　）時間かかります

手術後に和式の寝間着が 手術用の寝巻きに着替えます
必要な場合もあります。
その場合は用意して下さい。
病名、入院期間などは現時点で考えられるものであり、治療･検査などを進めるにしたがって変ることがあります。市立四日市病院　　皮膚科



/ 　　/  　～   /
1日目 ２日目～ 退院日

・出血,痛みがない ・出血・痛みがない 退院基準
・安静が守れる ・発熱がない ・出血・痛みがない

・安静が守れる ３７．５度以上の発熱がない
手術したところを医師が 手術したところを医師が消毒して 手術したところを医師が消毒して
消毒してガーゼをかえます ガーゼをかえます ガーゼをかえます

朝　9時頃と　夕16時ごろ 朝９時頃、夕１６時頃に 退院後も、ガーゼ交換の処置が
に化膿止めの点滴をします 化膿止めの点滴をします。 必要な場合があるので方法を説明します。

点滴がない場合は飲み薬に
なることもあります。

医師に指示された安静度を守ってください。

特に制限はありません。

お湯を配りますので体を拭いて下さい。 手術したところの糸が抜けるまで
医師の許可があればシャワーができます。 入浴はできません。

手術部位によってはシャワーができます
安静が解除されていれば、トイレにいけます。
しばらく、おしっこの管が入る場合もあります。

退院の日も回診があります。

退院後は、退院計画書の
注意事項をお読みください。


